
Smart House Research Center

1Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

神奈川⼯科⼤学
創造⼯学部 ホームエレクトロニクス開発学科 教授

スマートハウス研究センター センター⻑
⼀⾊正男

みんなで創ろう！
スマートハウス

2017年2⽉17⽇

20170217_ENEX/SEJ2017カンファレンス



Smart House Research Center

2Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

⾃⼰紹介

神奈川⼯科⼤学
ホームエレクトロニクス学科 教授
HEMS認証⽀援センター センター⻑
経済産業省HEMSタスクフォース座⻑
経済産業省スマートホームWG座⻑

HEMSにおける公知な標準インターフェイスである『ECHONET Lite(ISO/IEC	14543-4-3)』
機器の開発・普及支援を通じて、国際標準化を推進しています。

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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（参考）標準化検討：スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会の体制

事務局
（経産省）
（⽀援ＩＡＥ）

スマートコミュニティアライアンス（事務局：NEDO）

スマートハウス・ビル標準・事業促進等検討会

林教授（早稲⽥⼤学） ⼀⾊教授（神奈川⼯科⼤学）、梅嶋特任講師（慶応⼤学）

重点機器の業界団体

座⻑ 副座⻑

研究・実証チー
ム

・東京電力

・関西電力

・中部電力

・九州電力

・エネット

・電気事業
連合会

・東光東芝
メーター

・GE富士

電機メー
ター

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

・東芝

・三菱電機

・富士通
・ＮＥＣ
・日立
・東京ガス

・高圧ガス
保安協
会

ＨＥＭＳ ＴＦ
スマメ TF デマンドレスポンス ＴＦ

・電子情報技術産業協会
・自動車工業会
・日本電機工業会
・燃料電池実用化推進協議

会
・日本冷凍空調工業会
・電池工業会
・太陽光発電協会
・日本ガス協会
・日本ガス石油機器工業会
・プレハブ建築協会
・日本配線システム工業会
・情報通信技術委員会
・電気安全環境研究所
・電気事業連合会
・エコーネットコンソーシアム

・シャープ
・ソニー
・ダイキン
・GSユアサ
・日立
・オムロン
・京セラ
・デンソー
・住友電工
・ＫＤＤＩ
・三菱自動車
・東京ガス
・大阪ガス
・ノーリツ

・パナソニッ
ク
・東芝
・三菱電機
・ＮＥＣ
・ＮＴＴ
・積水ハウス
・大和ハウス
・トヨタ
・日産
・ホンダ
・リンナイ

オブザーバ：経済産業省、総務省、ＮＥＤＯ 他

早稲⽥⼤学 神奈川⼯科⼤学

ｴﾈﾙｷﾞｰ・通信
重点機器ﾒｰｶｰ

＋ ＋

旧HEMS TF

エネルギー総合⼯学研究所
（IAE）

・関西電力

・中部電力

・九州電力

・エネット

・電気事業
連合会

・東京ガス

・大阪ガス

・住友電工

・オムロン

・アズビル

・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

・東芝

・三菱電機

・富士通
・ＮＥＣ
・日立
・シャープ
・富士電機
・京セラ

・ダイキン
工業

・トヨタ
・デンソー
・エナリス

・NTT
・NTTｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝｽﾞ
・NTTﾌｧｼﾘ

ﾃｨｰｽﾞ
・KDDI
・建設設備

技術者
協会

・野村不動
産

・ｱﾄﾞｿﾙ日
進

※平成24年6⽉設⽴時当初の体制

出所（2013.10.23）神奈川県ものづくり技術交流会_経産省資料より
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1.スマートハウス・HEMS市場概況

2.これまでの検討状況

3.HEMS認証支援センター活動紹介

本⽇のアジェンダ
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スマートハウスとは（現在と将来）

省エネ

省エネ 創エネ 蓄エネ

これまでは

さらに 生活価値（省エネ性・快適性・利便性）を向上
⇒ICT（情報通信技術）の利活用が重要！

これからは
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スマートハウスとは（構成）

ECHONET	Lite	(ISO/IEC	14543-4-3)
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各社のHEMS紹介（家電メーカー）

パナソニック

東芝

⽇⽴

シャープ

三菱電機 NEC

富⼠通京セラ

NTT東⽇本

NTT⻄⽇本

住友電気⼯業 デンソー
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ハウスメーカーのスマートハウス取り組み

三井ホーム
ミサワホーム

トヨタホーム

⼤和ハウス

積⽔ハウス

旭化成ホームズ

住友林業
パナホーム
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実例：セキスイハイム(HEMS)
•商品名「スマートハイム・ナビ」
•契約総数36,600⼾（2015年3⽉末時点）
• ※受注ベース

全室空調システムが
ECHONET	Lite対応

V2H対応商品もリリース（三菱電機製）

http://www.sekisuiheim.com/spcontent/vtoheim/

出所：積⽔化学⼯業Webサイトより
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エネルギー戦略におけるHEMSの位置付け

出所：エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス検討会（第1回）
http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/energy_environment/energy_resource/001_haifu.html



Smart House Research Center

12Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

ZEH（ネット・ゼロ・エネルギーハウス）の概念

出所：ZEHロードマップ検討委員会とりまとめより
http://www.meti.go.jp/press/2015/12/20151217003/20151217003-1.pdf

エネルギーの正味消費量ゼロを目指した住宅
※スマートハウス化の目標の一つ
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ZEH（ネット・ゼロ・エネルギーハウス）とは

出所：ＺＥＨ普及に向けて〜これからの施策展開〜ＺＥＨロードマップ検討委員会におけるＺＥＨの定義・今後の施策など
http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/zeh_report/pdf/report_160212_ja.pdf
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2016年度より電⼒⾃由化がスタートしている

出所：電力システム改革専門委員会報告書より

3段階のステップを経て、電力の自由競争がスタート

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/sougou/denryoku_system_kaikaku/report_002.html

電⼒広域的運営推進機関（OCCTO）として2015年4⽉から発⾜ 2015年9⽉4⽇時点で新電⼒会社（PPS：特定規模電気事業者）は751社！
http://www-pps.hpmap.net/pps/
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関連補助⾦1
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関連補助⾦2
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関連補助⾦3
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2.これまでの検討状況

3.HEMS認証支援センター活動紹介
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検討の経緯
節電・省エネの更なる推進はかるために、①異なるメーカ間の相互接続性を
確保し、「見える化」や自動制御の実現②スマートメーターとHEMSの連携によ

る多様なサービスの創出を目的に検討が開始されました。

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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HEMSの公知な標準インターフェイス
平成24年2月、経済産業省が、ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)

をHEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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世界におけるスマートハウス国際標準

ECHONET Liteの強みは、きめ細かいサービスを実現できること、
規格書をWebサイトで無償で公開していることです。

他の国際規格との融合・連携を図りながら標準化を推進しております。

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より
http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/011_04_02.pdf
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推奨した ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)の特徴

・９０以上の機器で細かいコマンドが決まっている。
＝どんどん増える仕様になっている。各国対応もできる。
・Ｏｐｅｎな規格である
＝規格書を世界じゅうから⾃由にダウンロードして読める。
・世界標準である
＝ＩＳＯ/IEC登録済み
・実機が多数市場にあり、スマートメーターにも実装

ＯｐｅｎでＩｐベースかつ細かいコマンドがある
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ECHONET Liteは国際標準！ISO登録済み

http://echonet.jp/notification/20151225/
出処：2015年度ECHONET	Lite規格普及シンポジウム_経産省『電⼒⼩売⾃由化とIoT時代の到来を受けた新しいスマートハウスの展開』

標準化推進と共にアジアでの普及活動に邁進
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ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)の特徴１

家庭内のあらゆる機器の制御コマンドを定義しています（90種類以上）
対象となる機器・コマンドも定期的に更新
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ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)の特徴２

機器毎に細かい制御コマンドが定義されています（例：エアコン）
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ECHONET Lite動画デモ1

http://youtu.be/R7hHVkCie6g
本校学生開発ソフト（SSNG）でエアコンを制御
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ECHONET Lite (ISO/IEC 14543-4-3)はOpenな規格

27

世界中の誰でも規格書が無料で入手出来ます！
http://echonet.jp/spec/

会員数：255
（準会員含）
2016.08.24時点
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ECHONET Lite対応のスマートメーター本格導⼊

9

蓄積

・ 電力使用量 ・ 料金 ・ 契約種別
・ お客様番号 ・ 氏名 ・ 住所 等
・ 他、 プラ イバシーポリ シーに基づき収集し た
個人情報

データベース

民間企業等（ 第三者）

電気事業者

加工

電力会社のネットワーク

HGW

PV

ヒート ポンプ
・ 燃料電池

蓄電池

エアコン

TVIHD

HEMS

PCS

PC

「 見える化」

スマート メ ーター

・ 電力使用量

・ 逆潮流値
・ 料金情報 ・ 契約情報

・ 「 見える化」 等、 サービスに
より
加工さ れた情報

・ 機器制御信号 等

データベース

加工

②電力会社等

③第三者

①スマート メ ータ ー

④需要家

・ 電力使用量

・ 逆潮流値 B

メ ーターにより計測されたデータ 電力会社等により付加・ 加工されたデータ
機器制御信号 H E MSによるリアルタイム通信

メ ータ ーから直接データを取得

第三者経由で取得

C
蓄積

随時～1日後

～1日後

随時

随時

公衆通信ネットワーク

A

※上記情報の流れはガスも共通

電力等の通信ネッ ト ワーク、 W eb経由による取得

出所：平成23年2月17日第10回スマートメーター制度検討会「スマートメーター制度検討会報告書」

今後、7800万台のECHONET Lite通信対応低圧用スマートメータが設置。
家庭で誰もがスマートメーターのデータを利用できる時代に突入！

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/report_001_01_00.pdf
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スマートメーターの普及状況（全国の約３割で導⼊済）

出所：電⼒・ガス取引監視等委員会_制度設計専⾨会合（第15回）
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/015_haifu.html
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ECHONET Lite機器もいよいよ普及段階に移⾏

出所：JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第7回
http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/mono_info_service.html#smart_house



Smart House Research Center

31Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

2013~15年度 ECHONETLite機器出荷台数調査 結果

出所：エコーネットコンソーシアムWebサイト
http://echonet.jp/wp/wp-content/uploads/pdf/General/Download/echonet-light-overview.pdf
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認証支援センターの外観

3つのテーマを中心に活動
１）ECHONET Lite相互接続環境（認証支援センター）の整備
２）新規参入事業者向けのＨＥＭＳ開発支援キットの開発
３）安全性等を考慮したＨＥＭＳ及び接続機器の運用ルール・ガイドラインの策定支援

Webサイト

http://sh-center.org/企業様に相互接続試験環境を提供
/地元企業への⽀援にも注⼒

【経済産業省 スマートハウス国際標準化研究事業（H23-26）】

HEMS認証⽀援センターの紹介
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ECHONET Liteサービス開発⽤SDKも公開

https://smarthouse-center.org/sdk/download/

スマートフォン用サービスアプリ開発を容易にする
サービスSDKも準備しております。

開発環境
開発⾔語 C

ターゲットOS Linux

ターゲットCPU INTEL×86系

開発環境
開発⾔語 Java(Processing)

ターゲットOS Linux,Windows,Mac

ターゲットCPU INTEL×86系

開発環境
開発⾔語 LabVIEW2013

ターゲットOS Windows

ターゲット
CPU

PentiumⅢ/Celeron86
6MHZまたは同等プ
ロセッサ

ECHONET	Lite機器開発⽤ SDK

KAIT-4S〜EZ〜

KAIT-4S〜CANVAS〜

KAIT-4S〜HA〜

・標準データベース（SQLite）利⽤マルチ開発ツール
iOSとAndroid⽤のアプリ開発が可能です。

・ECHONET	Lite⽤ビジュアルプログラミングツール
パズルのように各コマンドがパーツ化されており
パーツを組合せるだけで連携サービスが作れます。

・iOS HomeKit対応のアプリを開発できるツール

＋

ECHONET	Liteサービス開発⽤ SDK
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充実した相互接続試験環境
実機接続可能なECHONET Lite機器を順次拡充

ダウンライト

エアコン
ダイキン⼯業
シャープ
パナソニック
東芝
富⼠通ゼネラル
三菱電機

電動ブラインド
ニチベイ

分電盤
河村電器産業
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ECHONET Lite機器相互接続性向上への取り組み
HEMS認証支援センターには認証取得済みの実機を多く導入済み。

実機を接続先とする相互接続性試験環境を提供。

スマートメーターは東京、中部、関⻄、
沖縄、四国、九州の6電⼒実機導⼊済み。

家庭⽤の電源を全て準備。
さまざまな機器利⽤を

想定した接続検証が可能
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センター公開⾒学会開催中
アジア含め海外からの訪問も多数

職員と色々な情報交換も出来ますのでお気軽にお申し込みください
http://sh-center.org/shrepo/visit/

2015年3⽉、5⽉_台湾メンバのセンター訪問 2017年1⽉JICA研修
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SSNG for iPhone at APP store
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新たにECHONET Lite対応温度センサーも開発！

App Store にアップロード済み（今後対応センサーを増強予定）

現在はbraveridg社製の
温度センサーに対応

出処： braveridg社Webサイト
http://www.braveridge.com/bluetooth.html

温度センサエミュレータになります。
ECHONET Liteソフトの勉強確認に利用ください。
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ECHONET Lite動画デモ2

http://www.youtube.com/watch?v=TTbMXyG1JQ8
ECHONET Liteのコントローラを擬人化して、照明を制御
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Node-REDでEL空気清浄機を動かす！
https://youtu.be/XG7rr1qPEbs

Node-RED日本ユーザー会 https://nodered.jp/

オープンフリー環境で家電
機器を動かす。
Node-RED環境（オープンフ
リー）で、ECHONET Lite機
器の制御やり取りができる。
Node-REDは、JavaScriptを
吐き出す。ラズパイ（オー
プンフリー機器）へnode-
RED環境を置くと、すぐ動く。
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スマートハウスをもっと学ぼう！
家電製品協会がスマートハウス

向け資格を創設
スマートマスターの詳細に関してはこちら⇒
（http://www.aeha.or.jp/nintei-center/）

技術総合誌『OHM』で連載していた
（2015年5月号～2016年4月）

｢自分で作ろう！スマートーハウス｣書籍化。
http://sh-center.org/hemsinfo/2484
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スマートハウス実現のために・・・

スマートハウス
プロトタイピン

グ
フレームワーク

メーカー製HEMS おうちハック

-信頼性が⾼い
-実⽤性が⾼い
-⾃由度が低い

-チャレンジング
-ユニーク
-個⼈芸
-実⽤性にはこだわらない

-オープン
-柔軟性が⾼い
-実⽤性をめざす

本格ビジネス⽤ ⼯務店のトライアル⽤ DIY

プロトタイピング フレームワークの開発
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IOT機器

お⼿軽なスマートハウス化を⽬指しています

ECHONET	Lite機器

UI
(web	browser)

HW:
Raspberry	Pi

SW:
Node-RED	（開発環境）
Node.js（実⾏エンジン）
JavaScript（開発⾔語）
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スマートハウスで重要なこと

＆

住まう人のための
（スマート）

家
（ハウス）

住まう人が主役！
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HEMSを繋げて、⼈と⼈のきずなを深めたい

ECHONET Lite
（HEMS)機器

IOT
機器

Home IoT
Server Client	

App

ECHONET Lite
（HEMS）機器

IOT
機器

Home IoT
Server Client	

App

⼈と⼈のきずな
Human	Relationship

⼈と⼈をきずなを⽀援する
Supporting	the	human	relationship	

「きずな情報」
Relation	Information

クラウド
AI

パートナーロボット
Partner	Robot

⼈
Human

（例：⾒守りサービス）

HEMSが、⼈を⾒守り、伝える。

HEMSが検知：
おじいちゃん
調⼦いい HEMSが伝達：

おじいちゃん
調⼦good！

⼈
Human



Smart House Research Center

47Kanagawa Institute of Technology, JAPAN

HEMS＆IOTで未来の⽣活を研究

研究：ロボットHEMS
新しいインターフェース
は⽣活をどう変えるのか。

[K]
[L]

[P]

[P]プライベートスペース

研究：⾊錯HEMS
照明は新しい⽤途を⾒出せるか？
⾊彩の⼼理的影響で温度を錯覚させる。

⽞関
＋
⼈

キッチ
ン
＋
⼈

[K]	キッチンIoTスペー
ス

研究：「⼈+HEMS」シス
テム。⼈と会話する家の
創造

[L]リビング IoTスペース
情報科、⽩井研究室共同実験

4Kプロジェクターを⽤
いた⾼鮮明空間

研究：別荘HEMS
遠隔地から得た情報（⾵や光）をリビングで再
現しあたかも遠隔地にいるような空間を作る。

⼈＋HEMS

４KTV＋IOT

次世代LED
⽣活！

別荘HEMS

⾊錯HEMS

未病HEMS

ロボットHEMS

⽞関HEMS

https://www.youtube.com/watch?v=7p4VFqZtO9wTheater	Plus	紹介⇒
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学⽣の研究事例紹介
ECHONET	Lite	による電動ブラインド制御の検討

（H26照明学会全国⼤会_2014.09）
Androidアプリによる協調制御 https://youtu.be/vVNC8tjtcaU
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一緒に未来住宅を創りましょう！

http://sh-center.org/


